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Ｉ東京者|Z内湾千かた部における貝類分布について

(昭和３４年腫調麓結果）

１緒言

本調査は，古く伽鳩和１２年に行わ(Tね昭和２５年度以降；こついてば‐ii-でに５回実施して

いる｡内湾干がた部における貝類資源の変動左は渥一ii-るに適当な方法であり、且つ必要な時

期と考えj上成)で，本年度夏ＡＩＩに第６四日を実施し，その結果をとりまとめ/こので報告すぁ次

第である。

２調査方法

（１）調蒼蜥瀦（賛料採集期間）及び地点数
年砂

羽田{ＷＩ沼和３４年５月２５日（Ｓｔｌ～１５）１５点

５月２６日（Ｓｔ５５～８９）３７点

６月８日（Ｓ|）１６～３０，５２～４７，４９～５二〉３５点

７月６蘭(：５ｔ５１，４８，９～９６）ヲ点計，６点

三枚州６月２２．２５日（６ｔｌ～８２）８２点

総計１７８点

（２）擁集

羽田州のうち約４００万ｍz及び三枚州のうち５３０万㎡にわたi)，六分儀表:用iハて距離

１ｉＨ１２００〃し（－部は４００１〃）で調査地点を碁盤目状に定め（函１，２）．この地点を中

心に１０c"1立方の鉄わくて４個，すなわち４，０００c7iを採り|きし，これを１"【岨のふるいに

かけて底生生物を驫採i震したく沁又，底生生物の採集と儲時に４(〕(〕'7噸隅~近妻上かいりc"；

立方`()蝋)雌行った．

(3)採集物の処理

貝類は生只と死微に分け，生貝(/)うち，浅海贈殖｣塒に箪要な。アサリ・ハマグリ・シ

オフキ〈よ淡長とその個体敵を測定し，池の具顛は個体数卵知二，死殻はそ'/)璽鼓を郷達し

/こ・その他同時に採集され/:二Ａｎｎｅｌｉｄａ及びＡｃｔｉｎｉａｒｉａＪ()個体数を側》竃した，な

お，計数結果は整理ﾂﾞ)都合上すへ:T二１ｍ』当()の値体孜に換算した。又，砂泥はそげ)まま乾

燥器内で乾燥し，丸川式砂泥とうた器でふるい分けして重量を測定した。 、

、
Ｉ
Ｓ
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（４）その他

採集区域が広く，かつ地形その他からゑて，環|党要因がそれぞれ異なると考えられるの

で，羽田州についてはこれをＡｒｅａＩからＶまで三:佼州についてはＡｒｅａエ。耐こ区分-し

検討した。

５結果及び考察

（１）羽田州

（ｱ）龍物分布（付図１，４，５，７～１２別表１）

羽田州は３３年６月に多摩川の渇水による水質悪化が原因で，河口部（ＡｒｅａＶの一

部)二L三ユミL皇とJLにとオフキルニ部へい死し,その後９月の２t２２号の台風によ
る出水と，これに伴う浮泥の影響でＡｒｅａＩＩの一部及びIiU．Ⅳ．Ｖの区域のアサリ．シ

オーフキの成員６０～10096がへい死した。

以上の被害経過からみても、又，５２年の調査時における状況からみてＨ１)，生物分布

の貧相であることは推測できたが，総体的に出現極数の変動はほとんどなく，オオノガ

イ・マテガイが出：現しなかったの蕊に止つた。

アサリ．．…いずれの区域も聡加力認めらｵしるが，殻長組成からぶて，総体的に成

貝の減少が目立ち，特にＡｒｅａⅣ．Ｖにおいて著しい。これは．前に述べたたびたびの

被害で成貝の大量へい死があったためと考えられる。又，殻災１０ｘＭ以下(/)椎貝の鋳珈

については，続発Ｍ二被害に（１）かかわらず，顕著なものがあり，５２年度の調薮時の分

布状況よりもはるかに多く，特に多耀ｊｌ舸口部に近いＡｒｅａＶ及びⅣの一部に箸い､分

布がゑられる。

ハマグリ・…・ＡｒｅａＥＩ及びＩにわずかに出現したのみて，調査区域にはほとんど分

布しないと考えられる。

シオフキ．…．Ａｒｅａｉｉｌ及びⅣに比較的多く分布するが，いずれの区域も３２年より

は減少し，殻長組成からふるとアサリ同様成員の減少7<）咽立つ。

ホトトギス．．…５２年当時多く分>｢１丁したＡｒｅａ１，ｍｉｎのうち１１及び1Kの区域には

なお多く分布するが，特にＡｒｅａｎに非常に多く，５２年と比較しても異常な端加ぶり

を示している。

ＡＩﾕｎｅｌｉｄａ…５２年の分布と比較して量的にはＡｒｅａＬＩについては大きい変化

はみられないが，nＮ，ｖについては増加がよられる。総じて|龍寄りに分布の多いの

！
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（土５２年と同様である。

(ｲ）底質粒干組成（付図５，１５，１４別表５）

底質重鐵比（妬）を粒子径hji腕鰯機にして検討すると，陸側に粒子のあらいものが

多く，沖合部に細い傾向がみられ，且つＡｒｅａＩ，nの区域では粒子があらい。これは

５２年の調査結果と同様であるが，総仙体的に承ると，粒子組成は５２年よりも細かくな

っているといえる。

又，生物採集と同時に採集された死殻重量について，その分布状況をゑると，いずれ

の区域も増加が調いられ肋i，Ａｒｅａ、，ｊｉＬⅣの区域において縦著しぃ嬬加を示して
‐ｂＤｆ

い'(､。

三$汝州

生物分布（付ば１２，６，１５～２１別表２）

この厩域は５３年５～６月にかけてアサリ．シオフキの異,常へい死事件が起り，同年

９月には西側の一部で．２１，２２号台風による出7k，浮泥のためアサリ．シオフキが

被害を受け，さらに５４椎２～３月にはシオフギ．パカガイの異常へい死事,件が起きて

いる。い二かつて羽田州同様低調な分ｲ'７を論観し/このであるが，出現極の変動はほとん

どなかった。

アサリ．…．３２年の調査結果と比較して，増加しているが，殻長組成から承為と，

成員は減少し，殻長２Ｍ７ｚ以下の椎貝の噌加が目立っている。

今麺はじめて調議区域としi/こＡｒｅａｎはＩに比較して分布は少ない。

総じて識査腫域の南剛''１にらよう（糊）密な分ﾃﾞｲlJをしている。

ハマグリ．.…数鐵的にくま５２年と比較できるＡｒｅａ][についてふると少いながらも

増加し‐にいる。

分ｲiY区域は５２年とほとんど変らないけれども、骸長組成から大型のものが減少し，

波長１０ﾉﾙｸﾞ;以下の椎貝が)糊|Ｉしている。なお，Ａｒ・ｅａＩＩには全く出現しなかった。

シオフキ.．…数鎧的に５２年と比較できるＡｒｅａＩについて承ると減少しており，
卸＄

且つ分ｲ111Ｚ域もせまくなっている。微長組成のうえてはｱｰﾘｰﾘ．ハマグリ|司様大型のも

のが減少し，小型のものが増加している。

なお，ＡｒｅａｎはＩに比べて分）iijは非常に少ない。

ホトトギス・…・ＡｒｅａＩについては５２年に比較して減少しているが，分布の様相は

(2)

（７）ＪＪ
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５２年と大差左いｃＡｒ弓ａｎにはほとんど分布しな(ﾊ。

Ａｎｎｅ１ｉｄＥｌ．…．ＡｒｓａＩについては５２年に比較して非常左端力'1を示しておい特

に北寅部において著しい。Ａｒｅａｎにムかなり分布する。

な:満，極瀧については査定を終っていないので，増加の原因の検討ないしは羽満州と

の比較は不能である｡

(ｲ）腫質粒子組成（付塵に，２２．２３別表４）

臓質重職比Ｍ１）を粒十径＞レムjM1"を境にして締付ると羽田州同様粒子は３２年と

比較して細かくバミっている。

な:協調繭霊域の南東に粒子ﾘ)あらい部分のｲﾋﾞ;F在す~ろことはき２年と変|ろばにい･叉，

聯凶翻り)採集と同時に採集されに貝類の死殻について重諭分ｲljをゑると，Ａｒｅａ１１こ

ついては５２年よ()も蝋卯しておi)，全般的には羽田州の平均上りも若干多くなってい

幻○

(3)総荊

以_巴)調査結果を総合弓|-ろと．全般的に共癒な現象として．アイトリの増加，しかも稚貝

０>ｊ糊I1wiiごあ'十らことが-欝烏．

又，殻長組成,)うえ7)､らゑらと穫貝の鋼加はアサリのみ仁止らザンオフキ．ハマグリに

ついてもいえ患。これはたび竃ｵにる;彼書によって成貝が極端に減少したためと考えらｵし，

鼠近の採集状況等から考えて乱痩による減少と側弩えられない。これは－地域の例外もな

く死殻の蝋加をﾕﾍてぃ鳶】ことから；いき『定できる。

又，椎貝のj軸１１とと《|L)にＡｎｎｅ１ｍａがやは(ﾉ全般的に増加していることは，Ｍｎ－

ｅｌｉｄａ`'二)分~<｢『と厩質汚染との相関がある宿獲認められることからして，さらに擬討し，

警戒こ要すべきrll)題であろう心ことＩこ量近ﾘ)具顛績害か台|軋等の天災や，ヒトデ．ホトト

ギス等の害敵に原因する;Ｍ)より〈』，羽らかに水質汚濁に原因すると考えられる|友讐や．

原因不明")被害がjj卿してぃ為ことがら，現在i，､貝顛分ｲ'7状況が将来に希望を袴ら得る状

況でも，不ＩｉＷｊ事態も十分起'，得る可能Wj釣iあるので，貝獺生産の>|彩催性については安易

な子|釿を許されない。各調亙区域ごとに将来の調寛結果と関連して現況と今後につ|ﾊて考

察すると次ｄＭﾗｸﾆなる。

羽田州

ＡｒｅａＩ…－アサリ惟貝は－柵にかなり出現リニ(十れども，総体的に出現樫鎮からみ

.！

８
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ても３２年度よりももようij客気味であり，斜麦と41にアサ!j漁場としてば不適当と考えら

れる。

Ａｒｅａ、….、アサリの稚貝はi:iim伽しているけれども遥質の悪化と死籏のたい積等から

考えて、又，従I;ﾐ夏期に必ずへぃ苑の起っている場所であるだけに今後の好況は期待簿と

考えられるｐ

ＡｒｅａｌＭｖ…羽麹州では蕊近,し)好漁場とされてい遥区j域であるし，父，今回の識査結

果でil比較的好況を二人てい●Ｍ)で，今'後なお期待される漁場である同

ＹｉｒｅＷ….、アサリ権員の選生が:二P1lfi外に良R}二であり，このま1藍へい死か起差なけれ

Ｉ滝丘來《こ竃ぃ好!）跡糊待できる加多摩ﾉｌｌの水質汚染の影響をたびたびう|胤十恩場所なので，

被讐のお一;ﾋｵしは十分にあ患。

三枚州

ＡｒｅａＩ￣…アーゾリ・ハマグリの増加か認められ，且つホトトギスの減少から籍えて

今後好況を1Ljl縛さｒＭ)．/こだし，新瀧川・新中/||の水質汚濁による影響が憂癒される。

ＡｒｅＥｉＭ…・今回の鵜鍾結果からのふみ６と:漁場|iii債はＡｒｅＭよ':)も|まるかに劣る

談，ＡｒｓａＩ仁矧ナろ従来の謁迩結果及び操業の状況から類推して填状維持に止まるもの

$

。
Ⅱ
仏

Ｉ
Ｃ

とj繍蔓される。

女｜献

東京鯛〈産試験場：Ｉ東京邦内湾干かた部における風類分ﾊﾌﾞ〔ﾉ）１編１３５年６月

可変-kkＭこついて調鷺研究擬報１５

ｊH東京都内湾干か六部における具類分-ﾌﾞｲ17の

。
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付図２三枚州における二枚貝の分１ii状況（５２年|覧調j蓬結果との比較）
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付鰯５羽田州及び三jlHi〔州におけ-る死殻重鎧分布
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△

５２手凌調萱精巣との比較）付区１４羽田州におけ昂アサリの放長組成
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|寸図５羽田州におけるシオラキの殻憂組成（５２年度調瀝結果との比較）
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５ 貝類の殻長組成（５２年腱調査結果との比較）
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付図１５アサリ分布（総個体数）
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付図１７アサリ分布（微長１c汎以上）
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夕

１１新中川河口のツソミについて

１緒言

東京都内各河川及び袷の注入する東京内湾沿岸部に生息するシジミについては，いまだ詳

細な調査が行われていないが、今回，葛西浦・荒川・城東の谷漁業協同組合所罵のシジミ漁

糖者（三漁ｌｉｉＩ)&組合）'j)依頼により，新中｣|Will口部東側の区j域（約２０，０００，２）の貝類．特

にシジミの分布糒兄その他について調査し，これをとりまとめたので報告する。

２調査方法

（１）調査月日昭和５４年７月３日

（２）採集方法

六分儀を用いて，距!唯閥２００刀‘で調葦地点を鷲盤筒状に定め，この地点を中心くこ１０

（〕ｿﾞﾉllc')鉄わくで４回すなわち４，００１１(?ｆ為採泥し、（二(しをＷ"目のふﾉｲ)いＩこかけて底生生物

を採集しﾉﾆﾌ又，柵潅地点各･１点おきＩこ同じく釘ﾐｵつくで砂泥泰採集した。

（３）採集物の処理

貝鍋は生貝と死鼓に分け，生貝1W職長を測定し死殻は重蓋を測定した。その他同時に

採集された多毛鎮等については個体数‘)燕を測定した。

なお，個体数のf汁数結果は塾剛の者Ⅲ合上すべて’｢『'2当りの個体数に|奥算した。

砂泥#こついて〈ｆ、そのまま乾燥器内で乾燥し，九ﾉIl式砂泥とうた器でふるい分けて重避

を測定した。

５iiMil査結果及ひく考察

（１）底生生輪分布のliMlf況

（司貝窺分ハブ

この区域に生息１－る貝頬は，ヤマトンジミが非常に多く，全般的に分ｲＩＬ・区域ｿﾞ)西

側に濃密部がある。その他オキンジミ．：ノトオリガイ・ユウシオガイ・ヒメシラトル

イソシヅミ．ハマグリが一部分に分>ilL，ソトオリガイは|肴東郡にやや臘密部がある。

（１）その他の底生生物の分布

貝類以外の底生生物としては，多毛類か全般的に多く，次いでウミナナフンが分ｲ|丁す

る。その他のものは採集されなかった。
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表１底生生物分・桁）伏況
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壇

(2)厳質状況

㈹死餓分)('ﾄﾞ

ﾀﾋ減（蕊鐡）の分ｲ'1をみると凶５のように，鍼蔵区域画側の部ルとﾊﾟﾌﾞ束臓に参篭の分

iIjか匿没らｵしる。さらに鉱蝋別に検訂けると調議凶或の西側を|宗いてばと/しどの場"耐ミソ

トオリガイの死放が多いことがわかるか，これは調萱当時のソトオリガイの分ｲＷｔ洲と

ほぼ一致する。酉i鋤についてはヤマトンンミのﾀﾋ殻が多いか，これは調亙当時のヤマト

シヅミ分-ｲ'1状況と必ずしも一致しないけれども，大型ヤマトシジミ（鼓長１ＭＪz以上）

－４９－
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汗

Ｖ

の分布とほぼ一致する。

5）粒子組成

丸川式砂泥とうた器でふるい分けした砂泥の粒子別組成は表２のとおりであるが，こ

れに基いて粒径猪""以下の小粒子の組成の分布図を画くと図６のようになり，河川か

ら流出してたい積している模様か明らかに鬼られる゜すなわち調査区域の東側ほど粒子

が細いものが:多いことがわかる。
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王

園８１Ｍ下川!uご豊川1,/乾泥Ⅲ㈲ＨＷｎｕｓ量（腐値質）

．．…水質研鑑室調査

表層及び１００７１１下の腐砿質

を鋼萱した結果は図７－８に

示すとおりであるか，稔･体的

に汚染は少ないけれど《>，新

中川河口部及びその１１Ｊi口近く

６１)蓑泥は新中川‘）影響!こより

汚染が進んで《ハゼ)ことがうか

がわれる。

(3)ヤマトンジミの分布に関する

考察

こ'ひ広域の|憂占錘-<言あるヤマ

トンジミ|こつぃ-て放易剛Uの分Ｆ１ｉｉ

圖伏泥を｡承ると図９－１－が'Ｍ

うになり，いずれの飲長範囲に

おいてＩも西側（新中|||のミオ筋

寄り）に勢<，東側に少竃ぃ噸

一
一
一

弓如坐飢・量・｛ ．
”
。
〈
》

、
柵
⑤
／
ｎ
側
③
×
鯉
②
”
（
ｒ
ｆ
、
、

ｉ‐１１１帷ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ川Ⅱ仏いかけ／慮り鐸麓江夕》（
Ｉ

１６Ｆ?－

月{ﾖ「

：荒

川

､ｘ
Ｃ■

ＯＨ

(Ｌ 苅
凸－

×

霊

1-_

同がゑらｵしる咳調迩区域全域で採集したヤマトシヅミについＺその蔵長組成を求めると窪Ｉ

１(〕のようになり.，族長７－ＭWz災(ｊ<１７－１１FWzに捨,『しぞ,「し壁一ドがｽ`｣うrしる。

以上から鮫長１５ﾙﾋﾞﾊﾞ'`鍍虹といＱとｵし以上及びそｫし以下の個体‘)分:！｢1状況を検討すると，

１５，，`ｊｚ以上のｉＭ)(化凋査区域の東|)1ｌＩｌには極端に少なく，１Ｍ&Z以~ﾄﾞの１Ｍ)について(よ郡１１｜

に()前者（１５'ｿ'し"以上《jDHMjUL)分:ｲＩｊ）と比べだかなり多く分ｲWしていることかわかる。

又，調査区域と岡時に採集した新荒)||及び勅中)||の－１rマトシヅミの殻長組成を,黙ると，

調宜区域のほうか椎其の分ｲＩｊ率か高いことかオフかる。

以上を総`合す為と調蕊1丞域のヤマトンジミの分ｲｌＷこつい-r次の二つが考えられる。

<ｱ）調蒼|Z:域付近（特にその束!則）に最近においてヤマトンバの沈着が多くなりつつあ

ること．

(ｲ）佑腱ともに調葱区域全般にはヤマトシヅミが，かなり沈着したか，成長しないうちに

夢

－５５－



８

￣

なんらかの原因によってへい死して常に調査当時のような稚貝の多い分布状況Ｉこあるこ

と。

以上のううのいずれかについては，今後の調査が必要であるか，現実#こ漁業者が調査

|葱域にお(＋ろヤマトンジミの附加を認めていることからして．漸璃の傾向にあK)と考え|葱域におけるヤマトンジミの燗加繍

てもさしつかえたいものと,思われる。
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東京:都内湾干力】たＩ部（貝類漁場）における底土中

の寓植誓（ＨｕｎｕＳ）の分布について

Ⅲ

緒言

東京都内湾における水質汚濁)伏況をは腱するため，数年来;臆介な調査を行.ってきたが今回

千がた調査と|可時に採泥を試息，底土中に含まれる腐植質の分布状i兄謝検討し/iこのでここに

麹告する。

２：》鞭方法

（１）鯛i{ifl蝋ｊｌｉ沼和５４`1ニノ月

（ij〉雛1馳域羽磁州（Ａｒらａｉ～Ｖ）|iiKI1霧照

葛樹三枚州（ＡｒｓａＩ～１１[）iiXl2参照

（;）珊麗ﾌﾞﾌﾞ法

や川１ヅパリ化…に｢逢うＭ１，灘さｉ０ｃ７）"ワガラスi麓を曇土中に押し込建褒癒と１９[ｗｌｆと二つＶ')資

料を鋒/ご`＞こり､|察．ブブラスノ瀞;ぞ!｡`沁醸化瀞の厚さを測定したロ

キトーjfR．、,鋤…'ｒＬ１ｒｌｒ１氏;ﾑﾉ〕鰯化滴定法によ')分折を行い篭ＩＭＭ/中:ＤＨＬｌｘｎｕｌ３ﾉﾉﾉ:/とした．‐．､ｸ０

５F蝿if結果

地:i鋤ﾘにj;ゑたﾄｉｕｍｕＩ:ﾐの分析羽韻州…Ａｒ１９ＢｉＩ（表１）この噸或城全地:域を通じ最も

豆ｕｌｎＵｓ減り)多い地域で;妾|繭一rj〈よ．１９L５１～５０２Ｗ（の:分布;迩幽で平均ば１０．３１］プノ↓ｙ，

１０〔wl下~mＺ８５～，６．７４Ｗ・平均１２．２９７尼ｿと高値である唇又，この地域一帯は

朧ﾊﾞつ～|職L色で、鞭化繊u)鰯さ蝋薄<２０～i〕“し，平j<i１１１７８(WZという状態で;iFjつ7/t二・
ｏＤ

Ａｒａ畑（菱２）ＡｒＳａＩ:につ（Ｈｕ:'1ｕ巳敏６１)醤い｣１k域で，そり)分7lj範膨よ表面で１８ふ？

～５５２〃ｊ3＄平均２１１Ｗ，１０cｿﾞﾉ』－Ｆで１８．５４～５．８５〃し’，平均１１．３５〃`’と高

い勘:酸化)鱒の厚さは４１１～Oc77zで平均ほ１８１(』地と薄いｂ

ＡｒＢａｌｌＩ（表ろ）この地域は羽田州の中央台Mにおける地域で，そ(､鼓は比較的少なく表面

で５．９０～5.151鳩，平均４．５４/"ｙであるっ一万Ｍ〕c"Z下は１０ろ７～2.527ﾉzザ，平

均５．７９ﾄﾞﾙザであり，酸化層の厚さは５．日～１，(,"【平均５．８０Ｃｌ/zであった。

ＡｒｅａⅣ（表４）ArMうalllと似たような分布で表面は５．９５～0.657"’，平均４．７４'"ｙ

でありｉ１０Ｌｌ川下は８．９１～1.517ﾙﾀﾞ，平均４．８１〃Ｌｙである。酸化｝誉の厚さはＺ０～

４ＤＣ"１，平均５５０と比1鮫的厚い。

■
’
。
〕

､

－６１－



５

ＡｒｅａＶ（表５）多摩ﾉ||に叢も近い地域であいＡｒｅａⅢ'１V，よりわずかばかり多い分．

布を示し表面の分布範囲は６５５～５７５７'Lザで平均5.457几，'である。１０(wz下では

１２０２～５．１２〃し９で．平均は６．２１〃zl-1Cあった。酸化層の厚さは6.5～4Ｃｃ胴，平均

５２５”であった週

三枚州…Ａｒｓａｌ（婆６）この地域は葛西三枚州の比較的沖の地域であり議面の分ｲ１７範

Ｍ#'１２０５～０．７５?ﾙｿ，平均５．２１ﾉﾉﾙ９，１０c"{下では，６２～２１８ﾉﾉＬｙ平均４．６２"lジ
ブ

であり，全地域を瓶じこの１Ｍ:Ｉ域だけ1よ平均値が表面のほうが１Ｍ１ｚＴより若干多い値を示し

てい為。酸化層の厚寡はズ５～(〕〔〕/"平均４２３()脇であった。

Ａｒご剛（霊７）Ａ１､Ｓａｘよ()陸測の地域で塗ｉ)襲而の分布範脚;)(’４０～２７２７"９

平均`:いら〃!ｙ，１（)(w』下でば１舶１～３．０７)/1’，平均５．５７〃L‘で認つﾉﾙﾆ。|'稜化層の
と

厚さく:ＭＯ～z1.0(:鯛平均４４Ｍﾘﾊﾟﾌﾟあった。

｜皆識別にみﾊﾟｰHuII1Ll己の分布羽田州…妻｢覇のHLllnし1ｓの分:ｲlj（|灘３）１（)ﾌﾉﾑｻﾞ以上の

比較的多い地域はＡｒ?ＳＭの左ギ分とＡｒｅａＹ１の一部に存在してい,ifルコ５～１０７几’の地域

は，ＡＩ･ｅＭの右半分とＡｒｅａｊｌＵ)大部奇とＡｒｅａⅣ，ｗ)大部分YＩ?ある『,一方５７噸以下

‘)少ない所は羽lx1州にiFI央那のＡｒＳａｌＭ)地域とＡｒ･ｅａｌＶ，Ｗ)i鑓側に存｡庄してＷｆ)。

１６〔wIW)鼬ｎｕｓの分布（圏４）…１Ｑ'ﾉ1Ｊ以上(/)地域はＡｒｅＥｉＩの大部分ＡｒｅａＩＩ

の右半分とＡｒｅ鋤lの一部分とＡｒｅＷの多麟)||ぞiハの一部分にﾝ序在してい,６．５～１０７"’

の}ﾂ｢にＭｒｅａｎの左半分-Ａｒｅ州の|雛|;からＡｒ､ｅａｌｙ，Ｖの沖部にかけて分;:ｉｉｉしている。

５〃A’以下の地域はＡｒｅａｌｌＩの|鎗雛から神部iこかけての了左半分とＡｒｓａｌｖ，ｗ)|壁部に分

一ル１．千-１，、ヱイ'７１－バー”・扇)《）

三枚州…褒面のＨｕｍｕＥの分ｲＩ!（醤ｉ５）１〔:ｗ9以上６ｺ舗分はＡｒ.ｅ砥エリ)tl:戸)!|よりの

勝|j分と中部の一部分にﾄﾞｲﾆ在し、､ろ。５～１０〃Lダの地域はＡｒｅａＩの中央部か↓う１１:戸

ＩＩＬオリにわたる部分とＡｒｅａＭ)左０１けなわＩｒ｡，荒ﾉ'１，中川よ()(ﾉｺ)一部分に存在し，それ以

外の地域ば５暇以下である鰯

１〔lIwl下(/)Ｈｕｎ(ｌｕＢの:>)‐ｲｌｊ（|X'６）１０'71,以上の場所(ｆＭｒｓａＩの能ﾉ||，にﾄﾘ||よりの極

く一部分である。５～１０〃しゾリノ地域はＡｒｅａＩの荒)||，中)||ぞいの地点と，ＡｒｅａＩ(/)中

央部から江戸川よ'i)に序;i<Ｅしその他は全部５ﾉﾉＷ【以下の地域であるロ

４考察

（１）酸化層の厚さと妻tlilのＨｕｍｕｓ鐘との間に相関はみられなかった。しかし酸化層がほと

ム

、

－６２－

勺■



ｒ

9－

んどない地点はＨＵｍＵｓ量が勢いつ

(ご）；２<i2蕊のi鋼遁誌栄（菱!/Ｍ)ゑ，凶７，８，表８）と比較して`攻ると，全域にわ/:二って

減少しており，職§がいく骨きれい〈こなったようにうかがｵﾌﾞｵしる□

(3)羽田州に比較して三枚州のほうがＨｕｍｕｓ鎧が一般に低い。

(4)報告Ｉ（東京都内湾干が/こ部における貝類分》(ijについて）のｱｰﾘｰﾘ分ｲｉｊからふると，

ｗ1年は幼貝の増加力謬<，又，鼓憂１じ腕以上のアサリの分布は三lijUilのほうが]柵ｊｌ１よ

り多い。(二れらのこととＲｕｍｕ己童との関係はアサリの成育状況1,幼貝，>沈善蕊鰯等につ

いて，更に追究しなげれぽ不明である。

(5)羽田#||のＡｒ･ＢａＩ，ⅡばＨｕｍｕ己鼠が多く鮫に露の厚さiも少ぃ。ことにＡｒｅａＩは

Ｈｕｍし１ｓ童（平均１(〕/)し９以上）まく，酸化|露'も薄くいz均0.8("！↓）負類漉(場としても,

艇i値cﾉﾌだ'ﾊ地域でMＥ為鰯

〈6）羽田！淵肺sはＡｒｓ噸が量4,Ｈｕｍｕｓ遥か少な伽ﾌだが，この地域は河)''水の認騨が麹の

地域より少ｗｚ二めと戦ﾐあれる．このこと!､|(水質汚i簿による具騨iへいｸﾋﾞの場合1讃にＡ[.!ﾗａ

ＩＭ)被害が他の地域より遅れて玩わ刈ること，/Ｍ､アーＷ生存率か他の地域より大であ舟:）

ことなどﾉLﾉｭ１Ｍ〕うかが(よれる。
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